
34

寺
井 

融

Terai  Toru

連
載

14

◇
何
度
で
も
行
き
た
い
台
湾
◇

（
最
終
回
）

台
北
の
ア
メ
横
と
呼
ば
れ
る
四
平
街

充
実
し
た
食
べ
物
屋
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
店

　

何
度
行
っ
て
も
、
ま
た
行
き
た
く
な
る
の
が
、
台
湾
で

あ
る
。
台
北
国
際
空
港
に
着
い
て
、
す
ぐ
台
北
の
ア
メ
横

と
呼
ば
れ
る
四
平
街
に
向
う
。
松
江
路
と
長
春
路
が
交
差

す
る
六
福
客
機
（
ホ
テ
ル
）
を
め
ざ
し
た
ら
分
か
り
や
す

い
。
同
ホ
テ
ル
の
最
上
階
に
は
、
金
鳳
庁
と
い
う
飲
茶
の

名
店
も
あ
る
。

　

四
平
街
に
は
、色
と
り
ど
り
の
旗
が
は
た
め
く
、フ
ア
ッ

シ
ョ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
あ
る
。
建
国
市
場
と
い
う
古
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
あ
っ
て
、
生
鮮
食
料
品
が
売
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
を
抜
け
る
と
、
山
西
刀
削
麺
之
家
が
あ
る
。
い
ま
は

看
板
に
「
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介
さ
れ
た
店
」
と

大
書
さ
れ
て
い
る
の
で
、
間
違
え
る
こ
と
は
な
い
。
入
り

口
に
、
茹
だ
っ
た
大
鍋
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　

レ
ス
ラ
ー
の
太
腿
ほ
ど
に
練
り
こ
ね
ら
れ
た
小
麦
粉
の

生
地
（
切
る
前
の
ウ
ド
ン
み
た
い
な
も
の
）
を
、
包
丁
で

削
ぎ
、
鍋
に
放
り
込
ん
で
い
く
。
厚
い
と
こ
ろ
、
薄
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
茹
で
か
げ
ん
が
異
な
り
、
硬
さ

が
違
っ
て
く
る
。
プ
リ
ン
、
ツ
ル
ン
、
ツ
ル
リ
。
こ
れ
が

た
ま
り
ま
せ
ん
ね
。
お
薦
め
は
、
蕃
茹
（
ト
マ
ト
）
牛
肉

麺
で
あ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
酸
味
と
甘
味
が
あ
る
ト
マ
ト

ス
ー
プ
が
、
牛
肉
の
臭
み
を
消
し
て
い
て
、
食
欲
を
そ
そ

ら
れ
る
。

　

四
平
街
の
周
り
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
な
の
だ
け
れ
ど
、
朝

鮮
一
人
鍋
の
店
や
海
老
専
門
店
・
黒
潮
風
な
ど
、
食
べ
物

屋
が
充
実
し
て
い
る
。
長
春
路
を
中
山
駅
の
ほ
う
に
足
を

延
ば
す
と
、
京
鼎
樓
が
あ
る
。
あ
の
有
名
な
鼎
泰
豊
か
ら

暖
簾
分
け
し
た
店
。
小
篭
包
を
レ
ン
ゲ
に
と
っ
て
、
一
口

噛
む
と
、
皮
の
中
か
ら
ジ
ュ
ー
ッ
と
肉
汁
が
出
て
き
て
、

絶
品
で
あ
る
。
鼎
泰
豊
み
た
い
に
、
団
体
観
光
客
で
席
が

埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
ら

れ
る
。

　

四
平
街
で
は
、
床
屋
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
を
利
用
す
る
の

も
楽
し
い
。
腰
痛
と
肩
こ
り
を
か
か
え
て
い
る
の
で
、
台 台北市内のMRT
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湾
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
に
入
っ
た
。
地
元
の
人
が
予
約
制
で

や
っ
て
く
る
店
ら
し
か
っ
た
。
突
然
の
外
国
人
闖
入
者
に
、

店
員
が
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
る
。

　

身
振
り
手
振
り
で
、
症
状
を
訴
え
る
。
施
術
者
に
、
な

か
な
か
通
じ
な
い
。
そ
う
す
る
と
「
ど
こ
の
具
合
が
悪
い

の
で
す
か
」
と
、
客
の
お
ば
あ
さ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

彼
女
が
、通
訳
を
か
っ
て
出
て
く
れ
て
、話
は
進
ん
だ
。「
日

本
語
が
、
お
上
手
で
す
ね
」
と
い
う
と
、「
子
供
の
頃
は
、

日
本
人
で
し
た
も
の
」。〝
当
然
〞
と
い
う
笑
み
を
返
し
て

く
れ
た
。

完
璧
な
日
本
語
を
喋
る
床
屋
店
主

筆
談
で
は
、「
汽
車
」
は
「
火
車
」

　

次
は
床
屋
の
話
。

　

「
台
湾
に
何
回
い
ら
し
て
ま
す
か
」
と
、
丁
寧
な
日
本

語
で
訊
ね
ら
れ
た
。

　

「
何
回
も
来
て
い
ま
す
よ
、
台
北
（
タ
イ
ペ
イ
）
に
は
、

特
に
ね
」
と
答
え
る
。

　

「
タ
イ
ペ
イ
は
外
来
語
で
す
よ
。
日
本
人
な
ら
タ
イ
ホ

ク
と
言
っ
て
ほ
し
い
な
」
と
怒
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

店
主
は
、五
十
歳
ぐ
ら
い
の
戦
後
世
代
で
あ
っ
た
。で
も
、

「
好
き
な
ひ
ば
り
ち
ゃ
ん
の
歌
で
、
日
本
語
を
覚
え
た
」

と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
完
璧
な
日
本
語
を
話
し
て
く
れ
る
。

台
湾
で
は
、
日
本
語
を
喋
る
人
が
多
い
の
で
あ
る
。
通
じ

な
い
場
合
で
も
、
漢
字
に
よ
る
筆
談
と
い
う
手
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
度
、タ
ク
シ
ー
で
困
っ
た
。「
セ
ン
ト
ナ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
っ
た
け
れ
ど
、
発
音
が
悪
い
せ
い

か
通
じ
な
い
。
そ
こ
で
「
台
北
駅
」
と
紙
に
書
い
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
示
す
。け
れ
ど
も
、首
を
振
る
。さ
て
、弱
っ
た
。

「
そ
う
だ
、台
北
車
站
だ
」
と
気
づ
き
、急
ぎ
書
き
直
し
て
、

再
提
出
し
て
み
る
。「
オ
ー
ケ
ー
」
と
言
わ
れ
た
。
同
じ

漢
字
圏
と
い
っ
て
も
、
用
語
が
違
う
場
合
が
あ
る
。
汽
車

と
書
け
ば
、
自
動
車
の
こ
と
で
あ
る
し
、
日
本
で
い
う
汽

車
は
、
火
車
と
書
く
。

　

現
在
の
台
湾
の
国
語
は
中
国
語
（
北
京
語
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
常
会
話
で
は
台
湾
語
（
閩
南
語
）
が
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い（
一
部
で
は
客
家
語
や
諸
民
族
語
）。
戦
後
、

大
陸
か
ら
や
っ
て
き
て
人
は
外
省
人
（
約
15
％
）、
も
と

も
と
住
ん
で
い
た
人
は
本
省
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
省

人
は
台
湾
語
を
使
う
。
本
省
人
に
は
、
土
着
の
非
華
人
、

高
砂
族
ほ
か
山
岳
諸
民
族
も
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
文
字
は
大
陸
の
簡
体
字
と
は
異
な
り
、
正
字
（
繁

体
字
）
を
使
い
、
台
湾
の
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
繁
体
字

の
字
幕
が
つ
い
て
い
る
。

台
湾
新
幹
線
で
１
時
間
半
強
の
高
雄
へ

台
南
に
日
本
人
・
八
田
與
一
の
記
念
館

　

台
湾
の
面
積
は
、
日
本
の
九
州
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
ち
ょ

う
ど
台
北
を
福
岡
と
考
え
れ
ば
、
高
雄
は
鹿
児
島
に
あ
た

る
。
高
鐡
（
台
湾
新
幹
線
）
だ
と
、
約
１
時
間
半
強
で
行

け
る
。
南
の
ほ
う
が
本
省
人
の
比
率
が
高
い
。

　

高
雄
か
ら
南
の
高
雄
県
は
、
台
湾
バ
ナ
ナ
の
産
地
で
も

あ
る
。
ま
た
、
観
光
バ
ス
で
、
南
端
の
恒
春
に
行
く
の
も

よ
い
。
２
０
０
８
年
に
台
湾
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
「
海

角
七
号―

―

君
想
う
、
国
境
の
南
」
の
ロ
ケ
地
で
あ
る
。

　

日
本
の
統
治
が
終
わ
っ
て
、
引
き
揚
げ
船
の
中
で
、
日

本
人
教
師
が
、
教
え
子
の
恋
人
・
台
湾
人
女
性
・
友
子
に

七
通
の
手
紙
を
書
く
。
し
か
し
、
出
さ
（
せ
？
）
な
か
っ

た
。
彼
の
死
後
、
娘
が
投
函
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
台
湾
の

地
名
が
変
わ
っ
て
い
る
。
さ
て
、
果
た
し
て
、
そ
の
手
紙

は
旧
名
・
友
子
さ
ん
に
届
く
か
…
。
そ
れ
と
と
も
に
、
現

代
の
日
台
男
女
に
よ
る
恋
模
様
も
描
か
れ
て
い
て
、
ド
ラ

マ
性
あ
ふ
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
の「
野
ば
ら
」

を
合
唱
す
る
シ
ー
ン
で
は
、
日
台
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
、

涙
を
禁
じ
え
な
い
人
も
多
い
筈
。

台湾高鐵 ( 新幹線 )
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日
本
統
治
時
代
と
い
え
ば
、
台
南
か
ら
車
で
１
時
間
く

ら
い
か
か
る
が
、
鳥
山
湖
が
あ
る
。
日
本
人
技
師
・
八
田

與
一
が
作
っ
た
人
造
ダ
ム
湖
で
あ
る
。
こ
の
建
設
に
よ
っ

て
、
嘉
南
平
野
の
水
利
事
情
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
農
業

の
飛
躍
的
な
発
展
に
寄
与
し
た
。
台
湾
で
は
、
八
田
氏
の

慰
霊
祭
に
現
職
総
統
が
出
席
す
る
ほ
ど
、
感
謝
さ
れ
て
い

る
。
八
田
記
念
館
も
あ
る
し
、
銅
像
も
あ
る
。

　

戦
前
の
教
育
を
受
け
た
台
湾
の
人
は
、「
日
本
人
は
嘘

を
つ
く
な
、
盗
む
な
、
学
校
に
行
け
の
三
つ
を
教
え
て
く

れ
た
、
そ
れ
を
守
っ
て
、
台
湾
は
発
展
し
て
き
た
の
だ
」

と
感
謝
す
る
。
そ
れ
も
実
感
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
に
お
薦
め
の
埔
里

家
具
付
き
マ
ン
シ
ョ
ン
が
月
５
万
円

　

台
南
は
、
そ
の
昔
の
都
で
あ
る
。
歴
史
的
な
建
物
も
多

い
。
人
口
七
十
万
ほ
ど
の
町
で

あ
る
か
ら
、
歩
い
て
見
物
す
る

の
に
適
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
台
南
料
理
が
美
味
し

い
。
ま
ず
は
、
名
物
の
担
仔
麺
。

小
ぶ
り
の
椀
に
、
さ
っ
と
ゆ
で

た
麺
を
入
れ
、
ち
ょ
っ
と
甘
く

感
じ
る
ス
ー
プ
を
か
け
て
、
ひ

き
肉
を
盛
り
つ
け
る
。
そ
の
担

仔
麺
発
祥
の
店
・
度
小
月
は
、

い
つ
も
混
ん
で
い
る
。
ま
た
、

蒋
経
国
２
代
総
統
が
お
忍
び
で

何
回
も
通
っ
た
と
い
う
阿
霞
飯

店
も
有
名
だ
。
こ
こ
の
子
持
ち

蟹
の
ぶ
つ
ぎ
れ
が
入
っ
た
蒸
し

ご
飯
は
、
絶
品

で
あ
っ
た
。

　

台
湾
で
の
ロ

ン
グ
ス
テ
イ
に

お
薦
め
は
、
埔
里
（
プ
ー
リ
ー
）
で
あ
る
。

高
鐡
台
中
駅
か
ら
バ
ス
で
四
十
分
、
人
口

八
万
の
都
市
で
あ
る
。
三
十
坪
の
家
具
付

き
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、
月
一
万
五
千
元
（
約

五
万
円
）。
常
春
の
地
で
、
蝶
の
里
と
し

て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
近
く
の
町
で
温
泉

も
湧
い
て
い
る
。
景
勝
地
・
日
月
潭
や
阿

里
山
、
九
民
族
文
化
村
も
近
い
。
何
よ
り

も
水
が
お
い
し
く
、
紹
興
酒
の
産
地
で

あ
る
。
前
市
長
で
現
立

法
委
員
（
国
会
議
員
）

の
馬
文
良
さ
ん
は
、
ロ

ン
グ
ス
テ
イ
者
の
受
け

入
れ
に
熱
心
で
あ
っ
た
。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
組
織
し
て
お
り
、「
言

葉
の
面
の
心
配
も
な
く
、

住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で

す
よ
」
と
、
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
中
の
西
澤
和
雄
さ

ん（
七
十
九
歳
）も
語
っ

て
い
た
。
余
談
な
が
ら
、

馬
議
員
は
若
く
て
美
人

で
あ
る
。（
了
）

※
註
：
中
大
に
は
、
戦

前
か
ら
台
湾
か
ら
学
び

に
来
た
学
生
が
多
い
。

中
央
大
学
学
員
日
華
友

好
会
（
会
長
・
長
田
茂
）
で
は
、
毎
年
、
友
好
交
流
事
業

と
し
て
、
台
湾
を
訪
問
し
、
桜
の
植
樹
を
行
っ
て
い
る
。

写
真
＝
郡
山
貴
三

■
て
ら
い
と
お
る　

昭
和
22
年
北
海
道
生
ま
れ
。
46
年
、

中
大
法
卒
。
雑
誌
編
集
者
、
新
聞
記
者
を
経
て
現
在
、
尚

美
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
広
報
委

員
、
日
本
旅
行
作
家
協
会
会
員
。『
サ
ン
ダ
ル
履
き
週
末

旅
行
』（
竹
内
書
店
新
社
）
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
記
の

ほ
か
、
エ
ッ
セ
イ
『
裏
方
物
語
』（
時
評
社
）
が
あ
る
。

埔里市内のロングステイ・マンション

埔里市内の商店街


